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お得な年パス 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
午前１０時～ 

英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

広島市《縮景園(しゅっけいえん)》 小
石
川
後
楽
園 

ゆ
か
り
の
園
探
訪･

そ
の
二
十
五 

 

 

小
石
川
後
楽
園
を
完
成
さ
せ
た
水
戸
徳
川
家
二
代
藩

主
・
光
圀
が
篤
く
も
て
な
し
た
明
の
儒
学
者
・
朱
舜
水
。
彼

が
設
計
し
た
と
伝
わ
る
石
橋
が
『
円
月
橋
』。 

 
今
回
は
、
同
様
に
石
橋
を
見
所
に
持
つ
庭
園
を
ご
紹
介
。 

 

 

 

「「梅梅香香るる庭庭園園へへ」」  

 

 人類史上最初の原爆が投下された広島。縮景園は爆心地から約
1.22～1.46km に位置し、壊滅的な被害を受けたそうだ。それで
も、数多くの被災者が、戦前、親しみを込めて「泉邸(せんてい)」
と呼んだこの庭に避難した。しかし、ほとんど治療を受けることが
出来ないまま息絶え、その遺体は園内に埋葬されたという。困った
時に逃げ込める大好きな場所、ここに暮らした人々にとって、この
庭はそんなかけがえのない存在だったのだろう。 
 “濯纓池(たくえいち)”と呼ばれる池には、大小十余の島が浮か
び、美しい景観を見せてくれる。その中央に架けられた石の橋“跨
虹橋(ここうきょう)”は、七代藩主重晟(しげあきら)が、京都の名
工に二度も築きなおさせたものだそう。大胆奇抜な手法とも表現さ
れる石の橋、小石川後楽園の円月橋にも、八代将軍吉宗が命じたこ
の橋の模作が、失敗に終わったとの逸話が残る。 
 戦後、祈り願い続けるこの街は、今年、被爆から 70 年を迎える。
これから先、十年、百年、千年経っても、私たちが忘れてはいけな
い記憶を、この庭が静かに教えてくれている。 

 

 
検索→都立庭園 園長の採れたて情報 

ホームページ 検索→庭園へ行こう！ 見てね！ 

【化粧わらぼっち･その②】 

小
さ
な
雑
記 

「
十
六
歳
ま
で
朝
鮮
に

い
た
の
。
冬
が
本
当
に
寒

く
っ
て
ね
、
日
本
に
帰
っ

て
、
長
い
秋
だ
な
？
っ
て

思
っ
て
い
た
ら
、
も
う
、

二
月
に
な
っ
て
い
た
の

よ
。
」
そ
の
女
性
が
言
う
。

「
向
こ
う
は
、
全
部
枯
れ

っ
ち
ゃ
っ
て
、
茶
色
の
世

界
だ
っ
た
け
ど
、
東
京
は

冬
で
も
草
が
緑
で
し
ょ
、

嬉
し
か
っ
た
わ
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。
だ
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ら
ね
、
私
は
今
で
も
花
よ

り
先
に
草
に
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が
行
く

の
。
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う
、
七
十
年
も
前

の
話
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ね
。」
大
変
な
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出
を
懐
か
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に
語
る
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日
本
で
も
、
雪
の
多
い

地
域
で
は
、
冬
、
目
に
出

来
る
緑
は
極
端
に
少
な
く

な
る
だ
ろ
う
。
白
い
世
界
。 

 

寒
く
て
も
、
つ
や
つ
や

の
葉
っ
ぱ
な
ど
、
緑
が
多

く
残
る
場
所
、
今
年
も
皆

様
の
心
の
端
っ
こ
に
、
い

つ
も
置
い
て
も
ら
え
ま
す

様
に
。 

 
(
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倉
田
美
咲) 

  

 縮景園は広島藩主浅野長晟(ながあきら)が、１６２０年
から別邸の庭園として、家老･上田宗箇に造らせた。園の名
称は、幾多の景勝を縮めて表現したことや、中国杭州の西
湖を模して縮景したこと等によると伝わる。 

 
小学生の稲作体験２０１４・その④ 

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典⑯ 

 

 新しい一年が始まり
ましたね。小石川後楽
園の正月開園にも多く
のお客様がお越し下さ
り、とても賑やかな初
春を迎えました。 
 庭内では黄色の蠟梅
(ロウバイ)や、素心蝋
梅(ソシンロウバイ)、
日本水仙などが、寒く
ても健気に咲き始めて
います。 

●東門開園 ２月１１日(水･祝)～２月２２日(日) 
 ＪＲ水道橋駅からのアクセスが便利な東門もご利用
下さい。 

●大江戸玉すだれ ２月１５日(日)(雨天中止) 
 １２時、１３時３０分(各回約３０分) 
松原にて、江戸の物売りとして流行った玉すだれを
お楽しみ下さい。 

●特別ガイドツアー「梅めぐり」 ２月２２日(日)(荒天
中止) １０時、１２時３０分(各回約３０分)、各回
当日先着２０名 植物研究家･上田良就先生に小石
川後楽園の梅をご案内頂きます。 

●箏×尺八演奏会～春によせて～ ３月１日(日) 
１０時３０分開場、１１時開演(約３０分) 
(先着５０名) 涵徳亭にて、箏と尺八の演奏会をお楽
しみ下さい。 

その他、記念撮影コーナーや庭園ガイド、植木市や水
戸の名産品販売もございます。 
イベントはそれぞれ、参加費無料(入園料別途)です。詳
しくは、チラシやホームページでもご案内しています。 
 

 

 
↑昨シーズン 
     今シーズン→ 

 庭内芝生広場では、今シーズンも冬の風
物詩『化粧わらぼっち』が揃って皆様をお
出迎え！ 
 本来、ソテツなど寒さに弱い植物を越冬
させるために、樹の幹に藁(ワラ)を巻き、
頭部に「わらぼっち」と呼ばれる飾りを施
しますが、当庭内のモノは、支柱にワラを
施した観賞用で、雪吊りや菰巻(こもまき)
等と共に、冬の庭園に華を添えてくれます。 
 その姿にも、いくつかのタイプがありま
す。昨シーズンはワラを上から下に巻いた
シャープなイメージの「巻き降し(おろし)」
でした。そして、今シーズンはスカートの
デザインにもありそうなこの姿、「鎧(よろ
い)型」と呼ばれます。 
 端午の節句に鎧兜を着せてもらい、カメ
ラの前で少し緊張気味にポーズをとる三兄
弟を想像したりして。 

 

 

開催期間:２月７日(土)～３月１日(日) 
 

 

●昨シーズン、雪の綿帽子 

●昨シーズン、紅白の共演！ 
約９０本の梅が次々と咲きます 

 
 

 

この季節に咲く花は、
とても良い香りのモノ
が多いです。姿と合わ
せて、香りもぜひお楽
しみ下さい。 
 さて、当園では今年
も左記の日程で梅まつ
り「梅香る庭園へ」を 
開催致します。手袋や、マフラーなどで暖かい
お支度を整えられて、一足早い春を探しにいら
っしゃいませんか？   ＜写真:１月３日撮影＞ 
 

 

でっかい鏡餅が出来たよ！の巻  
庭内の田んぼは、水戸二代藩主光圀が嗣子

(世継ぎ)･綱条の公家出身の夫人に、米作りの
大変さを教える為に造ったもの。現在では、
文京区立柳町小学校五年生が一年を通して稲 
            作体験をしていま 
            す。そして、仕上 
            げに、収穫したお 
            米から、この鏡餅 
            を作ってくれまし 
            た。 
             “でっかい日本 

のお正月”に、外 
国からのお客様も 
大喜びでした。 
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